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平
成
23
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
・
事
業

会
計
予
算
の
ほ
か
、
平
成
22
年
度
一
般
会
計
・

特
別
会
計
の
補
正
予
算
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
《
平
成
22
年
度
補
正
予
算
》

　

平
成
22
年
度
補
正
予
算
に
関
す
る
議
案
は
一

般
会
計
の
ほ
か
、
所
沢
市
下
水
道
特
別
会
計
等

の
特
別
会
計
７
件
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
一
般

会
計
の
補
正
は
、
23
億
１
２
５
万
１
千
円
の
増

額
を
行
っ
た
も
の
で
、
補
正
後
の
予
算
総
額
は

９
０
１
億
６
、
２
９
９
万
８
千
円
と
な
り
ま
し

た
。
補
正
予
算
の
お
も
な
内
容
は
、
庁
舎
蓄
熱

槽
断
熱
防
水
改
修
事
業
、
学
校
施
設
耐
震
補
強

事
業
、
小
中
学
校
暑
さ
対
策
事
業
な
ど
で
す
。

■
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
整
備
工
事
費
補
正

△
１
、
８
０
０
万
円

　

坂
之
下
地
区
柳
瀬
川
河
川
敷
に
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
場
を
整
備
す
る
計
画
で
し
た
が
、
附
帯
施
設

用
地
の
調
整
に
時
間
が
か
か
り
、
各
種
手
続
き

が
遅
れ
た
た
め
、
平
成
22
年
度
内
の
完
成
が
見

込
め
な
い
こ
と
か
ら
減
額
し
た
も
の
で
す
。

　

予
算
化
し
た
も
の
が
、
完
成
で
き
な
い

か
ら
減
額
補
正
す
る
と
い
う
こ
と
で
は
、

議
員
も
市
を
信
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
進

行
管
理
は
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
き
た
の
か
。

　

今
後
は
課
題
整
理
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

管
理
に
努
め
て
い
く
。
附
帯
施
設
の
用

地
に
つ
い
て
は
、
地
元
自
治
会
の
協
力
に
よ
り
、

現
時
点
で
は
確
保
で
き
て
い
る
の
で
、
平
成
23

年
度
当
初
予
算
に
改
め
て
計
上
し
て
い
く
。

　
《
一
般
会
計
予
算
》

　

平
成
23
年
度
の
一
般
会
計
予
算
は
、
８
７
３

億
３
千
万
円
で
、
前
年
度
比
４
・
３
％
の
増
額

と
な
り
ま
し
た
。

　

お
も
な
新
規
事
業
は
、（
仮
称
）
所
沢
市
総

合
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
複
合
施
設
）
整
備
事
業
、

ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
・
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

予
防
接
種
助
成
事
業
、
公
共
施
設
省
エ
ネ
・
グ

リ
ー
ン
化
推
進
事
業
、
急
須
で
狭
山
茶
消
費
拡

大
事
業
、
所
沢
市
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
資
金
補
助

事
業
、
小
学
校
外
国
語
活
動
推
進
事
業
等
が
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

お
も
な
事
業
内
容
や
質
疑
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

■
地
域
の
底
力
支
援
事
業

２
０
９
万
円

地
域
社
会
の
「
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
の
希

薄
化
」
や
「
地
域
力
の
低
下
」
が
課
題
と
な
る

中
、
地
域
課
題
を
住
民
自
ら
が
解
決
し
、
互
い

に
支
え
あ
う
仕
組
み
づ
く
り
を
構
築
す
る
た
め

に
、
自
治
会
や
町
内
会
が
行
う
事
業
を
支
援
し

ま
す
。

■
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
開
設
事
業

１
、
３
８
４
万
８
千
円

　

市
民
に
よ
る
自
主
的
で
公
益
性
の
あ
る
活
動

を
支
援
、
促
進
す
る
た
め
の
拠
点
施
設
と
し
て

市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
ま
す
。
施

設
に
つ
い
て
は
、
財
政
状
況
等
を
考
慮
し
て
、

旧
・
新
所
沢
出
張
所
を
利
用
し
、
本
年
10
月
の

オ
ー
プ
ン
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

■
地
域
安
全
活
動
推
進
事
業

１
１
２
万
１
千
円

　

犯
罪
や
事
件
の
発
生
を
未
然
に
防
止
す
る
た

め
、
防
犯
講
習
会
や
広
報
活
動
等
に
よ
り
、
防

犯
意
識
の
高
揚
を
図
る
と
と
も
に
、
犯
罪
を
起

こ
さ
せ
に
く
い
地
域
環
境
づ
く
り
を
行
政
と
地

域
が
一
体
と
な
っ
て
推
進
し
、
市
民
の
安
全
で

安
心
な
生
活
を
確
保
し
ま
す
。
防
犯
指
導
者
養

成
講
座
や
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
よ
る
啓
発
、

子
ど
も
向
け
の
防
犯
活
動
等
を
実
施
し
ま
す
。

　
■
子
ど
も
医
療
費
助
成
事
業　
　

７
億
４
、
４
１
４
万
２
千
円

　

子
ど
も
医
療
費
に
つ
い
て
は
、
昨
年
10
月
か

ら
、
助
成
対
象
を
小
学
校
３
年
生
ま
で
拡
大
し

ま
し
た
が
、
子
育
て
家
庭
の
経
済
的
支
援
の
さ

ら
な
る
充
実
を
図
る
た
め
、
本
年
10
月
か
ら
入

院
・
通
院
と
も
に
中
学
校
３
年
生
ま
で
拡
大
し

ま
す
。

　

近
隣
他
市
の
病
院
等
を
受
診
す
る
場
合

は
手
続
き
が
必
要
で
あ
る
。
サ
ー
ビ
ス
の

観
点
か
ら
改
善
で
き
な
い
か
。

　

窓
口
払
い
の
廃
止
に
つ
い
て
は
、
各
医

療
機
関
と
協
定
書
を
交
わ
す
必
要
が
あ
る

た
め
現
時
点
で
の
対
応
は
難
し
い
。

■
食
育
推
進
計
画
推
進
事
業

２
２
９
万
１
千
円

　

重
要
性
を
増
し
て
い
る
「
食
育
」
に
つ
い
て

地
域
全
体
で
取
り
組
む
た
め
に
、
本
年
３
月
、

「
所
沢
市
食
育
推
進
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
各
種
講
演
会
・
食
育
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
の
配
布
・
保
育
園
や
幼
稚
園
で
の
学
習
会
・

小
中
学
生
や
高
校
生
を
対
象
と
し
た
学
習
会
・

事
業
者
や
労
働
者
、
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
食

育
教
室
等
を
開
催
し
ま
す
。

■
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
助
成
事
業

１
億
７
、
８
９
０
万
７
千
円

■
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
助
成

事
業	

２
億
４
、
５
１
２
万
５
千
円

　

ヒ
ブ
（
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
菌
ｂ
型
）
と
肺
炎

球
菌
は
、
小
児
の
侵
襲
性
感
染
症
の
２
大
病
原

菌
で
、
細
菌
性
髄
膜
炎
や
肺
炎
な
ど
を
発
症
し

　

所
沢
市
自
治
基
本
条
例
特
別
委
員
会
は
、
所

沢
市
自
治
基
本
条
例
制
定
に
つ
い
て
の
議
案
審

査
に
あ
た
っ
て
、
条
例
原
案
に
対
す
る
議
会
修

正
素
案
に
関
し
て
、
審
査
の
参
考
と
す
る
た
め

意
見
提
案
手
続
と
公
聴
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

意
見
提
案
手
続
に
は
29
人
の
方
か
ら
１
３
３

件
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
、
公
聴
会
に
は
公
述
人

と
し
て
９
人
の
方
が
出
席
し
、
意
見
を
述
べ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
特
別
委
員
会
は
２
月
５
日
に
議
会
報

告
会
を
開
催
し
、
条
例
原
案
に
対
す
る
議
会
修

正
素
案
に
つ
い
て
の
概
要
説
明
お
よ
び
市
民
の

皆
さ
ん
と
の
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

全
12
回
に
お
よ
ぶ
特
別
委
員
会
で
の
審
査
を

経
て
、
委
員
よ
り
修
正
案
が
提
出
さ
れ
、
委
員

会
の
修
正
可
決
ど
お
り
、
本
会
議
に
お
い
て
も

全
会
一
致
で
修
正
可
決
し
ま
し
た
。

を可決しましたを可決しました
件38 平成23年 第１回（３月）定例会

おもな議案の概要 
　平成23年第１回（３月）定例会は、２月22日から
３月25日までの32日間の会期で開催されました。
　市長からは、予算関係17件、所沢市市民活動支援
センター条例制定を含む条例関係16件など、計37件
の議案が提出されました。
　開会初日、当摩市長は施政方針演説の中で、グロ
ーバル化による世界情勢が日本や地方自治体に直接
影響を及ぼすことが増えていることや、急激な高齢
化に対する日本の取り組みが、世界各国からも注目
されていることについて、これらには自治体の行財
政運営が日本の評価に影響し、また、その評価が地
域経済や産業に跳ね返ることを認識しながら市政運
営に取り組む必要があると述べました。
　その上で、市民ニーズが増大していく中で「選択
と集中」の観点で財源配分を行なわなければならな
いが、第５次所沢市総合計画をまちづくりの羅針盤
としながら、それらの実現に向けた市政運営を行っ
ていくと述べました。
　会期中の３月11日に発生した東北地方太平洋沖
地震により、地震後に一般質問を予定していた11
人の議員からは、質問を取りやめたい旨の通告があ
り、これを受けて、その後の議会日程を変更しました。
　昨年の９月定例会に提出され、９月および 12月
定例会で継続審査となっていた、所沢市自治基本条
例制定に関する議案については修正可決し、その他
の議案はすべて可決しました。
　議員からは、所沢市議会政務調査費の交付に関す
る条例制定ほか２件の議案が提出され、いずれも可
決しました。

所
沢
市
自
治
基
本
条
例

所
沢
市
自
治
基
本
条
例

▲所沢市自治基本条例特別委員会議会報告会

予
算
関
係

予
算
関
係

問問答答

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の醸

成

▲施政方針演説中の当摩市長

「み
ん
な
で
育
む
」

子
ど
も
支
援

問問答答
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効
果
ガ
ス
が
依
然
高
い
割
合
で
推
移
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
家
庭
か
ら
の
対
策
に
重
点
を
置
い

た
取
り
組
み
と
し
て
、
環
境
講
演
会
や
省
エ
ネ

デ
ー
の
実
施
・
温
暖
化
防
止
活
動
奨
励
制
度
・

お
ひ
さ
ま
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
促
進
補
助
制
度
な

ど
を
実
施
し
ま
す
。

　

温
暖
化
防
止
活
動
奨
励
制
度
は
、
今
ま

で
の
奨
励
金
か
ら
、
奨
励
品
に
変
わ
る
と

の
こ
と
だ
が
、
変
更
の
理
由
は
な
に
か
。

　

地
元
産
の
農
産
物
等
の
提
供
に
よ
る

地
産
地
消
の
推
進
や
、
市
民
が
所
沢
の
農

産
物
や
物
産
等
を
知
る
機
会
と
な
る
。

■
（
仮
称
）
第
２
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場

　

整
備
事
業	

５
０
７
万
１
千
円

　

市
内
で
発
生
す
る
一
般
廃
棄
物
の
最
終
処
分

に
つ
い
て
は
、
市
外
の
最
終
処
分
場
と
市
内
の

北
野
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
で
行
っ
て
き
ま

し
た
。
北
野
の
処
分
場
が
平
成
17
年
３
月
を
も

っ
て
埋
め
立
て
を
終
了
し
た
た
め
、
現
在
は
全

量
を
県
営
の
処
分
場
や
県
外
の
民
間
処
分
場
へ

搬
出
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
自
区
内
処
理
の
原

則
に
基
づ
い
て
、
新
た
な
一
般
廃
棄
物
最
終
処

分
場
を
整
備
す
る
も
の
で
す
。
今
後
は
、
候
補

地
に
つ
い
て
土
地
や
地
質
状
況
の
調
査
等
を
行

い
、
新
た
な
最
終
処
分
場
の
確
保
に
向
け
て
計

画
を
進
め
ま
す
。

■
所
沢
市
緑
の
基
本
計
画
改
定
事
業

５
２
５
万
６
千
円

　

本
計
画
は
策
定
か
ら
10
年
が
経
過
し
、
都
市

緑
地
法
等
の
関
係
法
令
の
制
定
や
改
正
、
ま
た
、

埼
玉
県
広
域
緑
地
計
画
が
策
定
さ
れ
る
な
ど
現

計
画
を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変
化
し
て
い

ま
す
。
こ
の
た
め
、
総
合
計
画
や
環
境
基
本
計

画
な
ど
と
整
合
を
図
り
な
が
ら
、
市
内
の
緑
地

現
況
や
市
民
意
識
の
変
化
等
を
踏
ま
え
て
平
成

21
年
か
ら
の
３
カ
年
で
改
定
作
業
を
進
め
て
き

ま
し
た
。
本
年
度
は
最
終
年
度
と
な
り
、
計
画

を
策
定
す
る
と
と
も
に
本
市
の
緑
地
保
全
及
び

緑
化
推
進
に
係
る
基
本
計
画
と
し
て
広
く
市
民

に
周
知
・
公
表
を
図
り
ま
す
。

■
保
全
緑
地
用
地
購
入
事
業

８
、
７
４
６
万
７
千
円

　

緑
の
基
本
計
画
に
基
づ
き
市
内
の
緑
地
保
全

を
図
っ
て
お
り
、
特
に
一
団
の
良
好
な
緑
地
で

重
要
な
も
の
に
つ
い
て
は
、
相
続
や
開
発
等
に

よ
り
消
失
の
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
、
公
有
地
化

に
よ
り
緑
地
を
保
全
・
確
保
す
る
も
の
で
す
。

本
年
度
は
荒
幡
富
士
市
民
の
森
内
の
土
地
、
約

７
、
８
０
０
㎡
の
購
入
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

■
景
観
ま
ち
づ
く
り
支
援
事
業３

１
６
万
５
千
円

　

良
好
な
景
観
形
成
の
さ
ら
な
る
実
現
に
向
け

た「
所
沢
市
ひ
と
・
ま
ち
・
み
ど
り
の
景
観
計
画
」

の
実
施
に
あ
た
り
、
景
観
ま
ち
づ
く
り
に
お
け

る
市
民
等
へ
の
支
援
や
推
進
の
た
め
に
、
景
観

ま
ち
づ
く
り
モ
デ
ル
事
業
・
と
こ
と
こ
景
観
賞

表
彰
事
業
・
所
沢
市
景
観
審
議
会
・
景
観
市
民

活
動
ク
ラ
ブ
活
動
補
助
金
・
広
報
活
動
等
の
各

種
施
策
を
行
い
ま
す
。

　
　
　

■
魅
力
あ
る
商
店
街
創
出
支
援
事
業

４
、
７
０
０
万
円

　

消
費
者
ニ
ー
ズ
が
多
様
化
し
、
買
い
物
の
利

便
性
や
機
能
性
を
求
め
て
大
型
店
へ
と
消
費
の

移
行
が
進
ん
で
い
ま
す
。
地
域
の
特
性
を
生
か

し
た
魅
力
あ
る
商
店
街
づ
く
り
を
推
進
す
る
た

め
、
商
店
街
が
設
置
す
る
共
同
施
設
の
整
備
や

共
同
事
業
、
照
明
等
の
電
気
料
に
対
し
て
補
助

す
る
こ
と
に
よ
り
、
既
存
の
商
店
街
の
振
興
と

活
性
化
を
図
り
ま
す
。

■
所
沢
市
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
資
金
補
助
事
業

５
０
０
万
円

　

市
内
の
住
宅
関
連
産
業
を
中
心
と
し
た
地
域

産
業
の
活
性
化
を
図
る
と
と
も
に
市
民
の
居
住

環
境
の
向
上
を
図
る
た
め
、
市
内
施
工
業
者
に

よ
る
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
（
住
宅
の
改
修
・
補
修

工
事
）
を
行
う
市
民
に
対
し
て
、
そ
の
費
用
の

一
部
を
補
助
す
る
も
の
で
す
。

■
商
店
街
空
き
店
舗
実
態
調
査
事
業

８
３
０
万
６
千
円

　

環
境
の
変
化
に
よ
り
厳
し
い
状
況
に
直
面
し

て
い
る
商
店
街
の
実
態
を
把
握
す
る
た
め
、
市

内
商
店
街
を
対
象
に
調
査
員
に
よ
る
ヒ
ア
リ
ン

グ
を
含
む
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
商
店
街
の
活
動
状
況
や
空
き
店

舗
の
状
況
、
問
題
点
等
を
把
握
し
、
今
後
の
商

業
振
興
施
策
の
基
礎
資
料
と
し
ま
す
。

■
事
業
所
操
業
環
境
状
況
調
査
事
業

８
０
５
万
１
千
円

　

製
造
業
事
業
所
を
取
り
巻
く
立
地
状
況
が
変

化
し
、
住
工
混
在
な
ど
の
現
状
把
握
と
課
題
抽

出
の
た
め
、
市
内
の
製
造
業
事
業
所
を
対
象
に

調
査
員
に
よ
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
含
む
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
実
施
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
事
業

所
の
操
業
環
境
や
問
題
点
等
を
把
握
し
、
今
後

の
工
業
振
興
施
策
の
基
礎
資
料
と
し
ま
す
。

■
地
産
地
消
推
進
事
業

４
８
３
万
４
千
円

　

市
内
で
生
産
さ
れ
た
安
全
・
安
心
な
農
畜
産

物
の
Ｐ
Ｒ
及
び
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
り
、
消

費
の
拡
大
を
め
ざ
し
ま
す
。
ま
た
、
所
沢
産
農

産
物
の
学
校
給
食
へ
の
利
用
や
、
直
売
所
「
と

こ
と
こ
市
」
の
設
置
事
業
に
よ
り
、
多
く
の
市

民
に
地
元
農
業
へ
の
理
解
を
図
る
と
と
も
に
、

地
域
内
流
通
を
進
め
ま
す
。

■
急
須
で
狭
山
茶
消
費
拡
大
事
業

１
０
１
万
７
千
円

　

若
年
層
に
お
け
る
お
茶
離
れ
も
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
本
市
で
は
学
校
給
食
に
緑
茶
飲

料
を
導
入
す
る
な
ど
狭
山
茶
の
普
及
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
本
年
度
、
市
内
の
全
中
学
校
の

１
年
生
を
対
象
と
し
て
、
お
茶
の
入
れ
方
教
室

重
篤
な
後
遺
症
が
残
る
可
能
性
が
高
い
も
の
で

す
。
こ
れ
ら
に
は
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
最
も

効
果
的
で
あ
る
た
め
、
国
か
ら
の
補
助
と
合
わ

せ
、
接
種
費
用
全
額
を
助
成
す
る
も
の
で
す
。

■
松
原
学
園
建
替
え
事
業

３
億
１
、
０
８
０
万
５
千
円

　

開
園
後
40
年
が
経
過
し
、
施
設
の
老
朽
化
が

進
ん
で
お
り
、
ま
た
保
護
者
等
か
ら
も
通
園
に

便
利
な
市
中
央
部
へ
の
建
替
え
要
望
が
出
さ
れ

て
い
た
た
め
、
建
替
え
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ

た
結
果
、
中
富
地
区
の
か
し
の
木
学
園
北
側
の

市
有
地
に
建
替
え
を
行
い
ま
す
。
な
お
、
開
園

は
平
成
24
年
４
月
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

■
保
育
園
待
機
児
童
対
策
事
業

４
億
１
、
０
９
７
万
９
千
円

　

社
会
福
祉
法
人
等
が
建
設
す
る
認
可
保
育
園

へ
の
施
設
整
備
補
助
や
、
既
設
保
育
園
が
定
員

の
拡
大
を
行
っ
た
場
合
の
備
品
購
入
、
修
繕
等

の
補
助
を
行
い
ま
す
。

■
み
ど
り
児
童
館
移
転
事
業

　

３
５
３
万
円

　

新
所
沢
複
合
施
設
の
完
成
に
伴
い
、
み
ど
り

児
童
館
が
平
成
24
年
４
月
に
同
施
設
内
に
移
転

す
る
こ
と
か
ら
、
必
要
な
備
品
購
入
等
を
行
う

も
の
で
す
。
ま
た
同
館
は
、
生
活
ク
ラ
ブ
の
需

要
が
高
い
こ
と
か
ら
、
そ
れ
に
対
応
す
る
た
め

の
施
設
整
備
も
行
い
ま
す
。

■
指
定
管
理
者
選
定
委
員
会
設
置
事
業２

０
万
円

　

こ
ど
も
未
来
部
が
所
管
す
る
東
所
沢
保
育
園

（
平
成
24
年
４
月
更
新
）
と
み
ど
り
児
童
館
（
平

成
24
年
４
月
新
規
導
入
）
の
指
定
管
理
者
を
選

定
す
る
に
あ
た
り
、
内
部
委
員
３
人
と
外
部
委

員
４
人
と
で
構
成
す
る
指
定
管
理
者
選
定
委
員

会
を
設
置
し
ま
す
。

■
小
学
校
外
国
語
活
動
推
進
事
業

１
、
２
２
８
万
３
千
円

　

小
学
校
で
の
外
国
語
活
動
は
、
こ
れ
ま
で
外

国
人
指
導
助
手
を
設
置
し
て
取
り
組
ま
れ
て
い

ま
し
た
が
、
平
成
23
年
度
よ
り
小
学
校
外
国
語

活
動
を
全
面
実
施
す
る
の
に
伴
い
、
さ
ら
な
る

充
実
を
図
る
た
め
、
新
た
に
外
国
語
活
動
支
援

員
を
設
置
し
て
、
外
国
人
英
語
指
導
助
手
と
併

せ
て
担
任
に
よ
る
外
国
語
活
動
の
授
業
の
補
助

を
行
い
ま
す
。

■
学
校
施
設
耐
震
補
強
事
業

５
、
１
５
０
万
円

　

学
校
施
設
は
、
児
童
・
生
徒
が
一
日
の
大
半

を
過
ご
す
生
活
の
場
で
あ
る
と
同
時
に
、
地
域

住
民
等
の
緊
急
避
難
場
所
と
し
て
の
役
割
を
果

た
す
施
設
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
早
期
の
耐
震
化

は
最
重
要
課
題
で
す
。
こ
れ
ま
で
、
所
沢
市
学

校
施
設
耐
震
化
推
進
計
画
に
基
づ
き
、
耐
震
性

を
確
保
し
安
全
性
の
向
上
を
図
っ
て
き
ま
し
た

が
、
関
係
法
令
の
改
正
等
に
よ
り
国
の
支
援
策

が
講
じ
ら
れ
た
こ
と
を
受
け
、
同
計
画
の
２
年

前
倒
し
を
図
り
、
平
成
25
年
度
の
完
了
を
目
標

に
優
先
的
に
事
業
を
進
め
ま
す
。

■
学
び
改
善
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
事
業

５
４
０
万
円

　

所
沢
市
学
び
改
善
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員
会
に

お
い
て
、
市
内
児
童
生
徒
の
学
力
向
上
に
つ
い

て
の
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、
学
校
・
保
護
者
・

地
域
が
一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み
の
推
進
に
向

け
た
提
言
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て

地
域
総
ぐ
る
み
で
、
市
内
児
童
生
徒
の
学
力
の

向
上
を
図
る
も
の
で
す
。

■
安
全
・
安
心
な
学
校
と
地
域
づ
く
り

　

推
進
事
業	

７
０
２
万
３
千
円

　

学
校
と
地
域
が
連
携
し
て
危
機
管
理
体
制
を

整
え
、
学
校
内
外
で
の
事
故
や
事
件
を
未
然
に

防
止
す
る
と
と
も
に
、
地
域
の
防
犯
体
制
の
強

化
・
交
通
安
全
の
推
進
を
図
る
た
め
、
学
校
を

支
援
す
る
も
の
で
す
。

　
■
温
暖
化
対
策
基
金
積
立
事
業

５
、
０
０
７
万
８
千
円

　

温
暖
化
対
策
を
推
進
す
る
た
め
、
第
２
期
所

沢
市
環
境
基
本
計
画
に
お
い
て
施
策
展
開
の
方

向
性
を
示
す
と
と
も
に
、
所
沢
市
地
球
温
暖
化

対
策
実
行
計
画
に
お
い
て
、
短
期
・
長
期
の
温

室
効
果
ガ
ス
排
出
量
の
削
減
目
標
を
掲
げ
る
な

ど
、
積
極
的
に
対
策
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
、
市
が
排
出
す
る
温
室
効
果

ガ
ス
の
削
減
に
向
け
て
、
市
の
施
設
や
設
備
に

対
し
て
、
太
陽
光
な
ど
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
設
備
の
導
入
を
、
継
続
的
・
計
画
的
に
実
施

す
る
た
め
の
財
源
と
し
て
資
金
を
積
み
立
て
る

も
の
で
す
。

■
公
共
施
設
省
エ
ネ
・
グ
リ
ー
ン
化
推
進
事
業

６
、
３
５
２
万
９
千
円

　

国
か
ら
交
付
さ
れ
た
「
地
域
環
境
保
全
対
策

費
補
助
金
」
に
つ
い
て
は
、
地
球
温
暖
化
防
止

を
目
的
と
し
た
事
業
の
経
費
に
充
て
る
た
め
、

所
沢
市
グ
リ
ー
ン
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
基
金
と
し

て
積
み
立
て
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
基
金
を
活

用
し
、
東
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
や
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
等
の
省

エ
ネ
技
術
を
複
合
的
に
組
み
合
わ
せ
た
改
修
事

業
を
行
い
ま
す
。

■
温
暖
化
対
策
事
業

１
、
９
７
２
万
円

　

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
の
削
減
に
向
け
、
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
社
会
経
済
シ
ス
テ
ム
の
変
換

を
図
る
な
ど
温
暖
化
対
策
が
急
務
と
な
っ
て
い

ま
す
。
特
に
家
庭
部
門
か
ら
排
出
さ
れ
る
温
室

▲松原学園（林）

環
境
に
配
慮
し
た

ま
ち
づ
く
り

▲東部クリーンセンター（日比田）

問問答答

▲荒幡富士市民の森

所
沢
ブ
ラ
ン
ド
の
創
造
と

地
域
経
済
の
活
性
化
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を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
急
須
で
茶
葉
か
ら
い
れ

た
所
沢
市
特
産
の
狭
山
茶
が
持
つ
本
来
の「
色
・

香
り
・
味
」
を
よ
り
広
く
知
っ
て
も
ら
い
、
狭

山
茶
の
消
費
拡
大
を
図
り
ま
す
。

■
所
沢
駅
西
口
地
区
ま
ち
づ
く
り
事
業

５
万
８
千
円

　

西
武
鉄
道
所
沢
車
輌
工
場
跡
地
を
中
心
と
し

た
所
沢
駅
西
口
地
区
に
つ
い
て
は
、
都
市
基
盤

整
備
と
良
好
な
住
環
境
へ
の
改
善
を
推
進
し
、

市
の
表
玄
関
に
ふ
さ
わ
し
い
計
画
的
な
土
地
利

用
を
図
る
た
め
の
街
づ
く
り
を
行
い
ま
す
。
こ

れ
ま
で
の
調
査
・
検
討
や
経
緯
、
今
後
の
財
政

的
視
点
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
引
き
続
き
、
地
元

住
民
や
関
係
権
利
者
の
意
向
を
聴
き
、
民
間
活

力
を
活
か
し
た
街
づ
く
り
の
実
現
に
向
け
て
、

事
業
化
を
進
め
ま
す
。

■
西
所
沢
駅
西
口
開
設
検
討
事
業

６
９
３
万
２
千
円

　

西
所
沢
駅
の
西
口
に
つ
い
て
は
、
以
前
か
ら

開
設
の
要
望
が
地
元
よ
り
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

平
成
17
年
に
地
元
自
治
会
等
か
ら
の
陳
情
書

が
市
議
会
で
採
択
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
地
元

団
体
や
鉄
道
事
業
者
な
ど
の
関
係
団
体
等
と
の

協
議
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
本
年
度
は
、
駅
東

西
住
民
の
意
向
調
査
を
実
施
し
、
ま
た
、
学
識

経
験
者
・
近
隣
住
民
・
鉄
道
利
用
者
ほ
か
関
係

団
体
等
に
よ
る
検
討
協
議
会
を
設
置
し
て
西
口

開
設
に
向
け
た
方
策
等
を
検
討
し
ま
す
。

　

自
由
通
路
と
い
う
考
え
方
が
示
さ
れ

た
が
、
検
討
協
議
会
で
は
こ
れ
を
踏
ま
え

て
進
め
る
と
い
う
認
識
で
よ
い
か
。

　

自
由
通
路
を
作
っ
て
い
く
と
い
う
こ

と
を
中
心
に
考
え
な
が
ら
、
そ
の
中
で
検

討
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

　
《
特
別
会
計
予
算
》

　

６
つ
の
特
別
会
計
予
算
の
総
額
は
、
５
７
７

億
４
、
２
６
０
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
で
は
、
生
活
習
慣
病
の
発

症
が
多
い
と
さ
れ
る
、
30
歳
代
の
被
保
険
者
を

対
象
と
し
て
健
康
診
断
受
診
へ
の
助
成
を
行
う

た
め
、
３
、
５
８
４
万
９
千
円
を
計
上
し
て
い

ま
す
。

　
《
事
業
会
計
予
算
》

　

水
道
事
業
会
計
の
予
算
は
、
89
億
９
、
６
８

６
万
６
千
円
で
、
前
年
度
と
比
較
し
て
２
億
５
、

８
８
８
万
７
千
円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。
主
な

事
業
と
し
て
は
、
第
一
浄
水
場
内
（
宮
本
町
）

の
２
号
配
水
池
の
耐
震
補
強
工
事
費
と
し
て
２

億
２
万
５
千
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

病
院
事
業
会
計
の
予
算
は
、
19
億
６
、
９
６

１
万
８
千
円
で
、
前
年
度
と
比
較
し
て
61
万
８

千
円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。
主
な
事
業
と
し
て

は
、
夜
間
や
休
日
を
対
象
と
し
た
小
児
初
期
救

急
診
療
体
制
整
備
事
業
費
と
し
て
、
１
億
８
、

０
０
７
万
３
千
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

新
規
の
条
例
制
定
５
件
、
全
部
改
正
１
件
、

一
部
改
正
が
９
件
提
出
さ
れ
、
可
決
し
ま
し
た
。

■
所
沢
市
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
条
例

　

市
民
に
よ
る
自
主
的
で
公
益
性
の
あ
る
活
動

を
支
援
、
促
進
し
、
市
民
と
市
と
の
協
働
の
推

進
を
図
る
拠
点
施
設
と
し
て
「
所
沢
市
市
民
活

動
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
す
る
も
の
で
す
。

■
所
沢
市
立
所
沢
図
書
館
設
置
条
例

　

所
沢
図
書
館
分
館
に
つ
い
て
は
、
所
沢
市
民

間
委
託
化
推
進
計
画
に
お
い
て
委
託
化
の
方
針

と
な
っ
て
お
り
、
平
成
24
年
４
月
を
予
定
し
て

い
る
新
所
沢
分
館
の
開
館
に
合
わ
せ
、
す
べ
て

の
分
館
（
７
館
）
を
指
定
管
理
者
制
度
へ
移
行

す
る
も
の
で
す
。

　

７
館
全
部
を
一
度
に
指
定
管
理
者
制

度
に
移
行
す
る
こ
と
に
は
不
安
が
あ
る
。

段
階
的
な
移
行
に
で
き
な
い
か
。

　

人
件
費
等
の
経
常
経
費
削
減
と
、
開

館
時
間
延
長
等
に
よ
る
図
書
館
サ
ー
ビ

ス
充
実
に
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
ま
た
、

図
書
購
入
費
の
下
落
に
歯
止
め
も
か
け
ら
れ
る
。

■
包
括
外
部
監
査
契
約
の
締
結

　

更
な
る
監
査
体
制
の
強
化
に
よ
り
、
財
務
執

行
状
況
の
透
明
性
を
確
保
す
る
と
と
も
に
業
務

改
善
を
行
い
、
健
全
な
行
財
政
運
営
を
維
持
す

る
た
め
、
委
託
契
約
を
締
結
し
ま
す
。

契
約
金
額　

１
、
５
０
０
万
円
（
上
限
額
）

契
約
の
相
手
方　

佐
渡
一
雄
氏
（
中
富
南
／
公

認
会
計
士
）　

■
所
沢
市
介
護
給
付
費
の
返
還
の
免
除

■
市
道
路
線
の
認
定　
　

２
路
線

　

議
員
か
ら
は
、
所
沢
市
議
会
会
議
規
則
及
び

所
沢
市
議
会
図
書
室
条
例
の
一
部
改
正
と
、
所

沢
市
議
会
政
務
調
査
費
の
交
付
に
関
す
る
条
例

の
全
部
を
改
正
す
る
議
案
が
提
出
さ
れ
、
い
ず

れ
も
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

▲西武鉄道所沢車輌工場跡地（東住吉）

問問答答

条
例
関
係

条
例
関
係

問問答答

契
約
案
件・そ
の
他

契
約
案
件・そ
の
他

議
員
提
出
議
案

議
員
提
出
議
案

市議会の本会議・委員会は
公開されていて、どなたで
も傍聴することができます。
（傍聴者が定員を超えた場合は、
傍聴できない場合があります。）

本会議インターネット中継も
ご利用ください。

ご意見 ･ご要望の概要 所沢市議会としての回答

一般質問後の検証を、場合によっては市民も
参加して行うべき。

一般質問は、議員個人が行っていますので、その後の進捗状況に
ついては、議員がそれぞれ行っていくものと考えております。

「議長への手紙」のような制度を作るべき。 制度設計など、様々な課題がありますので、来期の議会運営委員
会で検討していくことを申し送ります。

各議員はまず地域の代表であってほしい。 真摯に市民の声に耳を傾けてまいります。

将来の財政・税収見込みについて勉強会を
開催してほしい。

議会としてどのように実施していけるかなど、課題もありますの
で、来期の議会運営委員会で検討していくことを申し送ります。

議会としても事業仕分けを行ってほしい。
事業の実施は市長の執行権の範疇ですので、予算案が提案された
ときに、その是非について慎重に審議・審査してまいります。
なお、ご意見については、来期に申し送ります。

歳出削減の内容、子ども手当の市の負担を
知りたい。 市長に周知等を文書で依頼しております。

職員の人件費・ラスパイレス指数が高い。 ご意見は文書で市長に伝えております。

（仮称）総合福祉センターの必要性を、十分
に吟味してほしい。

関連予算が提案された中で、慎重に審議・審査してまいります。
また、所沢市第 5次総合計画審査特別委員会の審査において、ガ
イドラインの早期策定を付帯決議に加えております。
なお、ご意見は文書で市長に伝えております。

報告会に休憩時間を設けてほしい 時間配分等を含め工夫してまいります。

報告会の身障者向け配慮を！
（手話通訳はよかった）

今後も手話通訳を含め、障害がある方々への報告会のあり方等に
ついて検討してまいります。

本日参加されてない市民の参加促進を！ 周知方法等をさらに改善・工夫してまいります。

議会の放映に身障者むけテロップなどの
配慮を！

予算面・技術面などの課題もありますので、来期の議会運営委員
会で検討していくことを申し送ります。

市民感覚にたった市政を！
投票率のアップ促進を！

議会としても行政を監視してまいります。なお、ご意見は文書で
市長に伝えております。

国保税の税率を値上げ前に戻してほしい！
剰余金を市民へ返還！ ご意見は文書で市長に伝えております。

議会の監視機能がまだ弱く、議案質疑での掘
り下げが足りないと思う。また、第５次所沢
市総合計画に対する議会の慎重審議を期待し
たい。

所沢市第 5次総合計画審査特別委員会を設置し、慎重審議をいた
しました。

市議会だよりへの掲載記事（例：トピックス、
行政視察報告など）・レイアウト等を工夫し
てほしい。

今後の議会報・図書室委員会で、紙面等の改善・工夫をしてまい
ります。

多くの聴覚障害者の参加のためにも、手話通
訳のことをチラシ等で周知してほしい。また、
聴覚障害者のための施策を進めてほしい。

周知方法等をさらに改善・工夫してまいります。

レジュメを用意し、時間配分や終了時間等が
わかるようにするとよい。 報告会のあり方・進め方等について改善・工夫してまいります。

わかりやすい資料や報告をしてほしい。 報告会のあり方・進め方等について改善・工夫してまいります。

議会報告会でいただいた、ご意見・ご要望への対応について
　昨年５月と 11 月に２回ずつ計４回の議会報告会の中で、皆様からいただいた議会及び市政に関するご意見・ご
要望等については、議会運営委員会を中心に協議を重ねた結果、所沢市議会として下記のとおり対応してまいり
ます。（誌面の都合で一部の掲載を省略しています。全項目はホームページに掲載しています。）

次回の議会報告会は 5月 28 日（土）と 6月 1日（水）に開催いたします。詳細は 16ページをご覧ください。
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討 論
議案に賛成×反対します

■平成 23年度所沢市一般会計予算
■平成 23年度所沢市国民健康保険特別会計予算
■平成 23年度所沢市後期高齢者医療特別会計予算
■所沢市立児童館設置及び管理条例の一部を改正する条例制定

●反対●
・指定管理者導入の理由に、図書購入費の確保を挙げて
いるが、財政的裏付けが不明確である。また、図書館
協議会での十分な検討もなされていない。今後の図書
館に関する中長期計画を策定してから導入すべき。

●賛成●
・指定管理者導入にあたり、基本的ビジョンが示されて
いないという指摘があるが、新年度開始早々に示され
るとのことであるので問題はない。

●反対●
・市の仕事公開評価事業・行政経営推進事業・公共事業
評価については、地方自治体の財政効率中心主義や民
間委託化が土台となっている。偏った視点で市民の意
見を募ることは本来の地方自治体のあり方や住民福祉
の視点が欠けてしまう。

・まちづくりセンターについては、職員数が現状のまま
とのことから公民館機能の低下につながり、行政サー
ビスの地域組織への丸投げという懸念がある。

・亀鶴園の管理委託料については、高齢者関係で唯一の
直営施設であり、これまで培った高齢者支援のノウハ
ウも手放すことになる。

・市民課窓口業務委託料については、偽装請負問題など
から認められない。

・市民税等の窓口業務やコールセンター等の業務委託に
ついては、個人情報漏えいにつながる恐れがある。

・住民基本台帳法等改正対応業務委託料については、外
国人の管理強化につながり、保障されるべき教育を受
ける権利や、医療・母子保健などのサービスが受けら
れなくなる等の問題がある。

・職員駐車場補助の廃止は、職員組合に何の説明もなく
合意もないまま労働条件が変更となり、労働基準法に
も触れる問題である。

・廃プラスチック類焼却関連予算は、二酸化炭素排出量
の増加となり、市のダイオキシン条例にも逆行する。

・消防広域化推進は、地方自治体の役割を投げ出し、市
民の安全を考えていない。

・市民プールの廃止については、温水プールなど代替施
設の検討を求める。

・児童館への指定管理者導入については、児童館運営協
議会も、市が積極的に進捗管理に携わり方向性を確認
し、継続的な改善をしていくことなど、市の役割を示
している。これらは、直営で実施すれば実現可能だが
時期が限定される指定管理者制度はなじまない。

●賛成●
・市の仕事公開評価事業・行政経営推進事業・公共事業
評価については、行政改革を進めるにあたって、最少
の経費で最大の効果を得ることは当然であり、学識経
験者の貴重な意見を集約することは重要である。

・まちづくりセンターについては、今後の市政運営の新
たな取り組みであり、地域の歴史と知恵を生かし、き
め細やかな行政施策確立の拠点となるよう期待する。

・民間委託や指定管理者導入については、反対の論旨が
職員の直接的な関与以外は認めないという姿勢に終始
しており、市民目線での行政のあり方を否定するもの
である。時代が大きく変化しようとしているが、旧態
依然とした官高民低の形態を変えようとしないもので
ある。

・総合福祉センターの建設は、多くの市民から要望され
ていたものであり、その具体化が図れるようになった
もので、機を得た予算である。

・住民基本台帳法改正によるシステム修正については、
市として外国人への行政サービスは個別に対応してお
り、法改正に基づくシステム改修を実施しても外国人
への行政サービスを排除するものではない。

・職員駐車場補助の廃止については当然の措置である。
車両通勤は自己都合で行うものであり、職員厚生費と
して駐車場用地代金を税金で負担することが許される
時代ではない。

・東部クリーンセンターの廃プラスチック焼却は長年の
検証や実証試験を経て実施されたものであり、市民の
財政的負担を軽減する措置として評価されている。

・農業基盤整備に係る農道整備については、本市農業の
近代化と農業振興を進める基礎となるものである。

・消防広域化については、大災害発生時の救助体制の充
実や情報の一元管理に必要であり、スケールメリット
の有効性に理解が得られるよう、市の努力を願うもの
である。

■所沢市立図書館設置条例制定

議　案	
番号等

市民クラブ 公明党 日本共産党 会派「翔」 民主ネット	リベラル
自由	
民主党 民主党共	生

結　
　

果

荻
野　

泰
男

杉
田　

忠
彦

大
石　

健
一

島
村　

省
吾

岡
田　

静
佳

秋
田　
　

孝

久
保
田
茂
男

福
原　

浩
昭

村
上　
　

浩

吉
村　

健
一

西
沢　

一
郎

小
川　

京
子

谷
口　

桂
子

菅
原　

恵
子

矢
作
い
づ
み

荒
川　
　

広

城
下　

師
子

小
林　

澄
子

平
井　

明
美

桑
畠　

健
也

中
村　
　

太

安
田　

義
広

高
田　

昌
彦

末
吉
美
帆
子

石
本　

亮
三

赤
川　

洋
二

浅
野
美
恵
子

石
井　
　

弘

浜
野　

好
明

大
舘　

靖
治

水
村　

篤
弘

村
田　

哲
一

脇　
　

晴
代

市　
　
　

長　
　
　

提　
　
　

出　
　
　

議　
　
　

案

先　

議　

案　

件

第 1号 平成 22年度所沢市一般会計補正予算（第 7号）

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

（
議　

			

長
）

○○○○○○○○○○○ 原案可決

第 2号 平成 22年度所沢市下水道特別会計補正予算（第 3号）

第 3号 平成 22年度所沢市交通災害共済特別会計補正予算（第 1号）

第 4号 平成 22年度所沢市所沢都市計画事業狭山ケ丘駅東口土地区画整理
特別会計補正予算（第 1号）

第 5号 平成 22年度所沢市所沢都市計画事業狭山ケ丘土地区画整理
特別会計補正予算（第 2号）

第 6号 平成 22年度所沢市所沢都市計画事業第二上新井特定土地区画
整理特別会計補正予算（第 1号）

第 7号 平成 22年度所沢市国民健康保険特別会計補正予算（第 3号）

第 8号 平成 22年度所沢市後期高齢者医療特別会計補正予算（第 3号）

第18号 所沢市特別会計条例の一部を改正する条例制定について

平成 22年	
第 72号 所沢市自治基本条例制定について ○○○○―○○○○○○○○○○○○○○○○ ○○○○○○○○○○○修正可決

第 9号 平成 23年度所沢市一般会計予算 ○○○○○○

（
欠　
　

席
）

○○○○○○××××××○○ ○○○○×○○×○○×原案可決

第 10号 平成 23年度所沢市下水道特別会計予算

○○○○○○ ○○○○○○○○○○○○○○ ○○○○○○○○○○○原案可決第 11号 平成 23年度所沢市交通災害共済特別会計予算

第 12号 平成 23年度所沢市所沢都市計画事業狭山ケ丘土地区画整理特別会計予算

第 13号 平成 23年度所沢市国民健康保険特別会計予算 ○○○○○○ ○○○○○○××××××○○ ○○○○○○○○○○○原案可決

第 14号 平成 23年度所沢市介護保険特別会計予算 ○○○○○○ ○○○○○○○○○○○○○○ ○○○○○○○○○○○原案可決

第 15号 平成 23年度所沢市後期高齢者医療特別会計予算 ○○○○○○ ○○○○○○××××××○○ ○○○○○○○○○○○原案可決

第 16号 平成 23年度所沢市水道事業会計予算

○○○○○○ ○○○○○○○○○○○○○○ ○○○○○○○○○○○原案可決

第 17号 平成 23年度所沢市病院事業会計予算

第 19号 所沢市温暖化対策基金条例制定について

第 20号 所沢市助産施設及び母子生活支援施設入所者に係る費用の徴収に関する条
例制定について

第 21号 所沢市老人福祉施設入所者に係る費用の徴収に関する条例制定について

第 22号 所沢市障害福祉サービス等の措置に係る費用の徴収に関する条例制定につ
いて

第 23号 所沢市市民活動支援センター条例制定について

第 24号 所沢市立所沢図書館設置条例制定について ○○○○○○ ○○○○○○×××××××× ×××○×○○○○○× 原案可決

第 25号 所沢市国民健康保険税条例の一部を改正する条例制定について

○○○○○○ ○○○○○○○○○○○○○○ ○○○○○○○○○○○原案可決
第 26号 所沢市国民健康保険出産費資金貸付基金条例の一部を改正する条例制定に

ついて

第 27号 所沢市体育施設設置及び管理条例の一部を改正する条例制定について

第 28号 所沢市保育所における保育に関する条例の一部を改正する条例制定につい
て

第 29号 所沢市立児童館設置及び管理条例の一部を改正する条例制定について ○○○○○○ ○○○○○○××××××○○ ○○○○○○○○○○×原案可決

第 30号 所沢市子ども医療費の助成に関する条例の一部を改正する条例制定について

○○○○○○ ○○○○○○○○○○○○○○ ○○○○○○○○○○○原案可決

第 31号 所沢市男女共同参画推進条例の一部を改正する条例制定について

第 32号 所沢市下水道条例の一部を改正する条例制定について

第 33号 所沢市消防団条例の一部を改正する条例制定について

第 34号 包括外部監査契約の締結について

第 35号 所沢市介護給付費の返還の免除について

第 36号 市道路線の認定について

第 37号 市道路線の認定について

議
員
提
出
議
案

第 1号 所沢市議会会議規則の一部を改正する規則制定について

第 2号 所沢市議会図書室条例の一部を改正する条例制定について

第 3号 所沢市議会政務調査費の交付に関する条例制定について

請　
　

願

平成 22 年	
請願第 7号 所沢市議会議員定数 36人を維持していただきたい件 ×××××××××××××○○○○○○×× ××××××××××○不採択

請願第 1号 公契約条例の制定を求める請願 ○○○○○○（欠　

席
）

○○○○○○○○○○○○○○ ○○○○○○○○○○○趣旨採択

請願第 2号 住宅リフォーム工事に対する助成制度の創設を求める請願
		（△：継続に賛成　▲：継続に反対） △△△△△△ △△△△△△▲▲▲▲▲▲△△ △△△△△△△△△△△継続審査

※	議案第 72号については、平成 22年 9月及び 12月定例会において継続審査となったものです。請願第 7号については、平成 22年 12月定例会において継続審査となったものです。

本会議での審議結果　［平成 23年第 1回（3月）定例会］		 ○：賛成（議案）、採択（請願）　　×：反対（議案）、不採択（請願）　　―：採決に加わらず
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議
員　

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
完
全
移
行
が
迫

っ
て
い
る
。
身
近
な
相
談
窓
口
を
市
に
作
る
こ

と
、
低
所
得
者
対
策
と
し
て
ア
ン
テ
ナ
設
置
を

支
援
す
る
こ
と
は
で
き
る
か
。

環
境
ク
リ
ー
ン
部
長　

相
談
内
容
に
よ
り
、
市

生
活
環
境
課
、
国
の
テ
レ
ビ
受
信
者
セ
ン
タ
ー

で
役
割
分
担
を
し
て
お
り
、
地
デ
ジ
移
行
前
後

に
は
市
町
村
に
臨
時
相
談
窓
口
が
設
置
さ
れ
る
。

ま
た
、
国
に
よ
る
簡
易
チ
ュ
ー
ナ
ー
無
償
給
付

の
対
象
が
本
年
１
月
か
ら
拡
大
さ
れ
た
が
、
そ

れ
に
伴
う
ア
ン
テ
ナ
工
事
の
支
援
は
、
国
の
動

向
を
注
視
し
て
い
く
。

議
員　

と
こ
ろ
バ
ス
の
運
行
体
制
に
対
す
る
市

民
の
声
は
、
コ
ー
ス
の
変
更
、
増
便
な
ど
さ
ま

ざ
ま
で
あ
り
、
限
界
な
の
で
は
な
い
か
。
利
用

者
の
状
況
に
合
わ
せ
た
予
約
制
バ
ス
の
運
行
を

試
験
的
に
行
っ
て
い
る
自
治
体
も
増
え
て
お
り
、

本
市
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

市
民
経
済
部
長　

県
内
他
自
治
体
の
試
験
運
行

で
は
、
予
約
制
の
ほ
か
、
定
時
に
決
め
ら
れ
た

コ
ー
ス
を
運
行
す
る
循
環
型
方
式
が
あ
り
、
予

約
方
法
も
自
治
体
に
よ
り
異
な
る
。
予
約
制
の

場
合
、
１
人
乗
車
の
割
合
が
高
く
、
循
環
型
方

式
の
場
合
、
乗
客
の
い
な
い
便
が
発
生
す
る
な

ど
、
解
決
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
課
題
が
あ
り
、

将
来
的
な
課
題
と
し
て
い
き
た
い
。

議
員　

近
年
、
電
気
自
動
車
を
公
用
車
と
し
て

導
入
し
、
市
民
等
と
の
カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
を

実
施
し
た
り
、
市
庁
舎
等
に
専
用
充
電
設
備
を

設
置
し
、
一
般
に
開
放
し
て
い
る
自
治
体
が
あ

る
。
本
市
で
公
用
車
と
し
て
導
入
す
る
こ
と
の

意
義
と
課
題
を
伺
い
た
い
。

財
務
部
長　

排
出
ガ
ス
の
抑
制
の
点
な
ど
か
ら

地
球
温
暖
化
防
止
や
大
気
汚
染
の
防
止
に
有
効

で
、
高
い
評
価
が
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
日

常
業
務
に
使
用
す
る
公
用
車
と
し
て
導
入
す
る

場
合
、
車
種
も
少
な
く
、
価
格
、
走
行
距
離
、

充
電
時
間
、
充
電
場
所
な
ど
、
課
題
は
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。

議
員　

県
道
飯
能
所
沢
線
の
第
２
工
区
の
施
工

が
始
ま
っ
た
。
川
島
田
橋
の
仮
施
工
か
ら
完
成

後
ま
で
の
、
道
路
排
水
の
処
理
計
画
を
伺
い
た

い
。
ま
た
、
工
事
後
、
既
存
の
市
道
と
の
接
続

部
分
で
水
が
た
ま
る
等
の
不
具
合
が
生
じ
た
場

合
は
、
そ
の
た
び
に
対
応
で
き
る
の
か
。

建
設
部
長　

事
業
施
工
者
で
あ
る
川
越
県
土
整

備
事
務
所
に
よ
る
と
、
工
事
施
工
中
、
完
成
後

の
道
路
内
排
水
は
、
周
辺
に
流
れ
な
い
よ
う
道

路
内
排
水
側
溝
に
よ
る
処
理
計
画
と
な
っ
て
い

る
。
問
題
の
な
い
施
工
が
前
提
で
あ
る
が
、
排

水
に
支
障
が
出
た
場
合
は
、
地
元
関
係
機
関
と

対
応
を
協
議
す
る
と
の
こ
と
で
あ
り
、
市
と
し

て
は
今
後
も
県
と
密
に
協
議
し
て
い
き
た
い
。

議
員　

事
業
仕
分
け
の
結
果
を
受
け
、
平
成
24

年
度
か
ら
市
民
プ
ー
ル
が
廃
止
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。
本
市
は
近
隣
他
市
よ
り
も
市
営
プ
ー

ル
が
少
な
く
、
こ
れ
を
廃
止
す
る
こ
と
は
考
え

ら
れ
な
い
。
市
民
サ
ー
ビ
ス
低
下
を
招
か
な
い

た
め
に
も
、
廃
止
で
は
な
く
充
実
す
る
べ
き
で

は
な
い
の
か
。

市
長　

現
在
の
市
民
プ
ー
ル
は
、
設
置
後
相
当

の
年
数
が
た
っ
て
お
り
、
引
き
続
き
運
営
す
る

に
は
大
規
模
な
改
修
が
必
要
と
な
る
。
事
業
仕

分
け
結
果
や
２
次
評
価
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
審
議

会
に
諮
っ
た
上
で
廃
止
が
決
定
し
た
も
の
で
あ

る
。
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
計
画
改
定
案
で
は

温
水
プ
ー
ル
の
設
置
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。

議
員　

市
民
体
育
館
の
利
用
に
つ
い
て
、
社
交

ダ
ン
ス
等
一
部
の
ス
ポ
ー
ツ
は
パ
ソ
コ
ン
で
予

約
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
公
平
性
の
観
点
か

ら
、
い
わ
ゆ
る
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
等
も
パ
ソ
コ

一
般
質
問

市
政
に
対
す
る

環
境
・
ま
ち
づ
く
り

環
境
・
ま
ち
づ
く
り

質
問
者

地
デ
ジ
移
行
へ
の

さ
ら
な
る
サ
ポ
ー
ト
を

日
本
共
産
党　

小
林	

澄
子

質
問
者

利
用
者
の
状
況
に
合
わ
せ
た

と
こ
ろ
バ
ス
の
運
行
を

公
明
党　

福
原	

浩
昭

質
問
者

環
境
の
た
め
に
公
用
車
に

Ｅ
Ｖ
（
電
気
自
動
車
）
を
導
入
し
よ
う

市
民
ク
ラ
ブ　

荻
野	

泰
男

質
問
者

新
設
県
道
の
道
路
排
水
は

問
題
な
く
行
わ
れ
る
か

日
本
共
産
党　

菅
原	

恵
子

質
問
者

本
市
唯
一
の
市
民
プ
ー
ル
は

運
営
を
継
続
す
る
べ
き

日
本
共
産
党　

荒
川　

広

質
問
者

市
民
体
育
館
の利

用
予
約
を
便
利
に

市
民
ク
ラ
ブ　

岡
田	

静
佳

子
ど
も
・
教
育

子
ど
も
・
教
育

ン
で
予
約
で
き
な
い
か
。

教
育
総
務
部
長　

社
交
ダ
ン
ス
の
利
用
は
窓
口

で
ヒ
ー
ル
カ
バ
ー
の
着
用
を
お
願
い
し
な
が
ら

運
用
し
て
い
る
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し

た
利
用
に
な
る
と
徹
底
さ
れ
ず
、
施
設
の
大
き

な
瑕
疵
に
な
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
他

の
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
は
、
種
目
の
内
容
を
把
握

し
な
が
ら
、
平
成
24
年
９
月
の
予
約
シ
ス
テ
ム

再
構
築
時
に
併
せ
て
検
討
し
た
い
。

議
員　

平
成
22
年
に
教
育
委
員
会
で
行
わ
れ
た

意
識
調
査
は
、
２
学
期
制
の
よ
さ
を
検
証
す
る

も
の
で
、
３
学
期
制
の
検
討
を
す
る
も
の
で
は

な
い
。
し
か
し
、
回
答
者
は
３
学
期
制
と
の
比

較
を
前
提
と
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
調
査
の

趣
旨
は
伝
わ
っ
て
い
た
の
か
。
ま
た
、
３
学
期

制
を
意
識
し
た
よ
う
な
設
問
が
あ
る
が
、
意
図

は
な
に
か
。

教
育
長　

趣
旨
を
保
護
者
や
学
校
に
示
し
た
上

で
調
査
を
実
施
し
て
お
り
、
伝
わ
っ
て
い
る
と

考
え
て
い
る
が
、
調
査
の
記
述
の
中
に
は
、
趣

旨
に
関
わ
る
疑
問
の
意
見
も
あ
る
。
２
学
期
制

を
総
括
的
に
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
て
い
る
か
を

確
認
し
た
設
問
は
、
３
学
期
制
と
の
比
較
を
問

う
も
の
で
は
な
い
。

議
員　

給
食
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
、
食
物
ア
レ

ル
ギ
ー
児
へ
の
対
応
と
し
て
、
代
替
食
を
実
施

で
き
な
い
か
。
ま
た
、
保
護
者
総
体
の
要
望
を

把
握
す
る
た
め
、
教
育
委
員
会
と
し
て
意
見
を

聞
く
場
を
設
置
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
見
解
を

伺
い
た
い
。

学
校
教
育
部
長　

平
成
23
年
度
か
ら
、
給
食
セ

ン
タ
ー
で
も
、
卵
を
使
用
し
た
パ
ン
等
は
代
替

品
を
提
供
す
る
。
ま
た
、
卵
、
ソ
バ
等
の
食
物

ア
レ
ル
ギ
ー
特
定
原
材
料
を
使
用
し
な
い
献
立

を
提
供
す
る
日
を
設
け
る
。
保
護
者
の
方
か
ら

意
見
を
聞
く
機
会
を
設
け
な
が
ら
、
食
物
ア
レ

ル
ギ
ー
へ
の
対
応
に
取
り
組
み
た
い
。

議
員　

平
成
22
年
10
月
に
行
わ
れ
た
成
年
後
見

世
界
会
議
で
の
「
横
浜
宣
言
」
は
、
成
年
後
見

制
度
は
資
産
等
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
誰
で
も
利

用
で
き
る
制
度
と
位
置
づ
け
る
べ
き
で
、
行
政

の
支
援
は
制
度
の
社
会
化
を
実
現
す
る
も
の
で

あ
る
と
し
て
い
る
。
市
長
は
今
後
の
成
年
後
見

制
度
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

市
長　

市
の
高
齢
化
率
、
認
知
症
高
齢
者
数
は

今
後
増
加
が
見
込
ま
れ
る
。
住
み
慣
れ
た
地
域

で
安
心
・
安
全
な
生
活
を
続
け
る
こ
と
は
誰
に

で
も
保
障
さ
れ
る
権
利
で
あ
り
、
制
度
を
必
要

と
し
て
い
る
方
が
確
実
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
、

市
民
へ
の
啓
発
に
努
め
て
い
き
た
い
。

議
員　

本
年
２
月
、
保
健
セ
ン
タ
ー
で
Ａ
Ｃ
Ｔ

（
精
神
科
の
専
門
家
チ
ー
ム
に
よ
る
家
庭
訪
問

を
中
心
と
し
、
総
合
的
な
支
援
を
行
う
も
の
）

連
続
講
座
が
開
催
さ
れ
た
。
精
神
障
害
者
の
地

域
生
活
を
支
え
る
た
め
に
、
Ａ
Ｃ
Ｔ
が
実
現
す

る
よ
う
支
援
を
さ
ら
に
展
開
で
き
な
い
か
。

保
健
福
祉
部
長　

Ａ
Ｃ
Ｔ
の
考
え
方
は
、
重
度

の
精
神
障
害
者
を
地
域
で
見
守
る
た
め
、
24
時

間
３
６
５
日
の
対
応
を
基
本
と
し
て
い
る
。
現

行
制
度
の
限
度
を
超
え
る
訪
問
回
数
の
費
用
は

事
業
者
が
負
担
す
る
こ
と
、
精
神
保
健
福
祉
士

を
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
配
置
す
る
こ
と

が
難
し
い
と
い
う
制
度
上
の
問
題
が
あ
り
、
今

後
研
究
し
て
い
き
た
い
。

議
員　

が
ん
検
診
の
受
診
率
の
向
上
の
た
め
に

ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る
か
。
ま
た
、
個

別
検
診
化
に
す
る
こ
と
が
有
効
と
考
え
る
が
、

特
定
健
診
の
受
診
と
同
時
に
受
け
ら
れ
る
自
治

体
も
あ
る
。
本
市
で
も
個
別
検
診
に
で
き
な
い

か
。

保
健
福
祉
部
長　

受
診
率
向
上
に
向
け
、
広
報

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
啓
発
し
て
お
り
、
検
診

車
の
公
民
館
へ
の
配
置
等
検
診
を
受
け
や
す
い

体
制
作
り
も
図
っ
て
い
る
。
特
定
検
診
と
の
同

時
受
診
が
受
診
率
の
向
上
に
つ
な
が
る
こ
と
は

認
識
し
て
お
り
、
国
で
施
策
を
検
討
中
で
あ
る

大
腸
が
ん
検
診
に
つ
い
て
は
、
動
向
を
注
視
し

な
が
ら
研
究
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

議
員　

本
市
は
平
成
22
年
度
か
ら
地
方
交
付
税

の
交
付
団
体
と
な
っ
た
。
首
都
圏
の
交
付
団
体

が
増
え
る
と
、
国
は
合
併
に
よ
り
体
制
整
備
を

進
め
る
可
能
性
が
あ
る
。
合
併
、
首
都
圏
連
合

へ
の
動
き
に
対
す
る
市
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

市
長　

合
併
に
つ
い
て
は
、
市
民
の
意
見
も
踏

ま
え
る
必
要
が
あ
り
、
ま
た
本
市
の
人
口
や
面

積
は
適
正
な
規
模
で
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。
し

か
し
、
広
域
的
に
取
り
組
む
方
が
効
率
的
、
財

政
的
に
有
利
な
施
策
も
あ
り
、
課
題
の
解
決
に

協
力
す
る
と
と
も
に
、
本
市
独
自
の
主
張
も
積

極
的
に
行
い
、
首
都
圏
の
中
で
重
要
な
役
割
を

果
た
せ
る
よ
う
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

質
問
者

２
学
期
制
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に

問
題
は
な
い
か
？

公
明
党　

西
沢	

一
郎

質
問
者

み
ん
な
が
学
校
給
食
を

安
心
し
て
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に

日
本
共
産
党　

城
下	

師
子

福

　祉

福

　祉

質
問
者

成
年
後
見
制
度
へ市の

支
援
を

民
主
ネ
ッ
ト
リ
ベ
ラ
ル　

末
吉
美
帆
子

質
問
者

住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
す
た
め

Ａ
Ｃ
Ｔ
の
実
現
を

共
生　

脇　

晴
代

質
問
者

健
康
に
暮
ら
す
た
め

が
ん
検
診
の
受
診
率
向
上
を

日
本
共
産
党　

矢
作
い
づ
み

質
問
者

合
併
、
首
都
圏
連
合
に
対
す
る

市
の
考
え
は

会
派
「
翔
」　

桑
畠	

健
也

行
政
・
財
政

行
政
・
財
政

　３月定例会では、15人
の議員が一般質問を行い
ました。
　なお、東北地方太平洋
沖地震の発生に伴い11人
の議員が質問を取りやめ
ました。

▼北野公園市民プール（小手指町）
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民主ネットリベラル 浅野　美恵子

○政治姿勢
　・当摩市長が廃止した特殊勤務手当の総額は？
　・24 時間小児救急医療体制の整備その後は？
　・「２期８年・多選自粛」について
○職員の意識改革
　・「市民の方からお預かりした税金をいかに還元
していくか」の意識を育てていますか？

　・厳しい財政状況を全職員（特に保育士）にき
ちんと説明していますか？
　・職員は担当部署に関する法律、条例を学んで
いますか？
　・新規事業を計画する時に法令順守及び実行の
可能性の観点からチェックしていますか？
○保育園の入園選考について
　・現在の選考項目や選考結果に問題はないか？
　・毎年の更新で措置児であるか確認すべき
○保育行政
　・事業仕分け後に公立保育園給食事業の検討
○廃棄物行政
　・所沢市ごみ減量・資源化を進める市民会議の
２年間の成果は？

議
員　

本
年
は
航
空
発
祥
１
０
０
周
年
で
あ
る

が
、
雑
誌
「
埼
玉
ぴ
あ
２
０
１
１
」
に
掲
載
さ

れ
て
い
な
い
。
１
０
０
年
に
一
度
の
機
会
で
あ

り
、
メ
デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
働

き
か
け
を
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
ど

の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る
か
。

総
合
政
策
部
長　

航
空
発
祥
の
地
を
各
メ
デ
ィ

ア
に
情
報
発
信
す
る
こ
と
は
、
非
常
に
重
要
だ

と
認
識
し
て
い
る
。
イ
ベ
ン
ト
の
情
報
は
、
各

報
道
機
関
に
対
し
、
取
り
上
げ
て
い
た
だ
き
た

い
旨
を
添
え
て
情
報
提
供
し
て
い
る
。
ま
た
、

各
テ
レ
ビ
局
で
も
地
域
の
観
光
や
食
、
行
事
等

を
扱
う
番
組
が
あ
り
、
新
聞
や
ラ
ジ
オ
等
を
含

め
、
積
極
的
に
情
報
提
供
に
努
め
た
い
。

議
員　

市
で
は
、
火
の
見
や
ぐ
ら
の
点
検
を
ど

の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
管
理
者

で
あ
る
自
治
会
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
り
、
維
持

す
る
の
か
解
体
す
る
の
か
、
方
向
性
を
検
討
し

て
も
ら
う
時
期
で
は
な
い
か
。

消
防
長　

危
険
箇
所
が
指
摘
さ
れ
た
場
合
は
緊

急
修
繕
等
を
実
施
し
、
侵
入
防
止
対
策
と
し
て

は
、
は
し
ご
を
取
り
外
す
な
ど
し
て
い
る
。
本

市
の
火
の
見
や
ぐ
ら
は
、
耐
用
年
数
の
期
限
ま

で
残
り
15
年
か
ら
20
年
程
度
で
あ
り
、
今
後
の

方
向
性
を
決
定
す
る
時
期
に
近
づ
い
て
い
る
。

予
算
策
定
時
の
地
元
自
治
会
や
自
衛
消
防
隊
へ

の
要
望
調
査
に
加
え
、
や
ぐ
ら
の
解
体
・
保
存

に
つ
い
て
も
地
元
の
意
向
を
伺
い
た
い
。

議
員　

所
沢
市
基
地
対
策
協
議
会
で
検
討
中
の
、

米
軍
所
沢
通
信
基
地
の
東
西
連
絡
道
路
用
地
の

返
還
は
、
市
民
の
願
い
で
あ
る
全
面
返
還
へ
の

大
き
な
礎
と
な
る
。
必
ず
実
現
す
る
こ
と
を
望

む
が
、
連
絡
道
路
用
地
返
還
に
向
け
て
の
現
状

を
伺
い
た
い
。

市
長　

本
年
２
月
、
防
衛
大
臣
あ
て
の
要
望
書

を
提
出
し
た
。
そ
の
後
３
月
８
日
に
提
示
さ
れ

た
国
の
最
終
的
な
条
件
で
は
、
連
絡
道
路
に
か

か
る
倉
庫
を
移
設
す
る
市
の
負
担
金
額
が
大
き

く
軽
減
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
機
会
を
逃
す
こ
と

な
く
返
還
事
務
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

質
問
者

航
空
発
祥
１
０
０
周
年

積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
を
！

市
民
ク
ラ
ブ　

大
石	

健
一

質
問
者

火
の
見
や
ぐ
ら
の
存
続
・
廃
止

地
元
の
意
向
は

市
民
ク
ラ
ブ　

杉
田	

忠
彦

質
問
者

東
西
連
絡
道
路
の

早
期
返
還
を
実
現
し
よ
う

公
明
党　

村
上　

浩

質
問
予
定
項
目

質
問
予
定
項
目

一
般
質
問
を
取
り
や
め
た
議
員
の

民主党 村田　哲一

○公民館について
　・新所沢東公民館の建て替え計画は
○職員の意識改革について
　・今後の自治体職員像は
　・国・県と対峙できる力量を

　

今
定
例
会
で
は
、
26
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
う
予
定
で
し
た
が
、
東
北
地
方
太
平

洋
沖
地
震
の
発
生
に
伴
い
、
市
と
し
て
災
害
支
援
に
専
念
出
来
る
よ
う
、
す
で
に
質
問
を

終
え
た
議
員
を
除
く
11
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
取
り
や
め
ま
し
た
。

　

質
問
を
取
り
や
め
た
各
議
員
の
質
問
予
定
項
目
を
掲
載
し
ま
す
。

　

議
会
は
、
議
会
基
本
条
例
の
規
定
に
よ
り
、
閉
会
中
に
市
長
に
対
し
て
文
書
に
よ
る
質

問
を
行
い
、
文
書
に
よ
る
回
答
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
か
ら
、
質
問
を
取
り
や
め

た
各
議
員
の
質
問
項
目
を
議
会
運
営
委
員
会
で
取
り
ま
と
め
、
議
長
か
ら
市
長
に
対
し
、

文
書
質
問
を
行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

市
長
か
ら
の
回
答
内
容
に
つ
い
て
は
、
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

▲東西連絡道路予定地（並木）

会派「翔」 高田　昌彦

○市役所の姿勢について
　・市民重視なのか、職員重視なのか
○街づくりについて
　・市街化区域と市街化調整区域について
○国民健康保険について
　・高齢受給者証について
○道路について
　・小手指駅周辺の道路上にある市営自転車駐車
場について
○農業について
　・市は農地の減少が進んでいる状態を放置する
のか
　・所沢の農業政策は、すべてJAに依存しているのか
　・新規就農者に対してどのような農地を確保で
きるのか 公明党 谷口　桂子

○学校施設改善
　・普通教室の窓をみどりのカーテンで
　涼しい環境に（壁面緑化）パート２
○子育て支援
　・子育て総合支援センターについて
　・認可外保育園の園児に対する助成について
○交通安全対策
　・上新井の通称大踏切周辺の交通安全対策について
○住宅問題
　・市営住宅の保証人制度について

日本共産党 平井　明美

○政治姿勢
　・地域主権改革と地方政治について
○子育て支援策
　・保育問題（新システム・待機児・家庭保育室・
その他）

○学校施設改善
　・小中学校の普通教室へのエアコン設置
○高齢者政策
　・借り上げによる高齢者の住宅供給について
　・農産物の直売センターについて
　・市街化調整区域の下水道受益者負担金

東北地方太平洋沖地震に関する議長メッセージ
　３月 11 日に発生した「東北地方太平洋沖地震」において、被災された皆様に対し、所沢市議会議員一同、
心からご冥福とお見舞いを申し上げますとともに、一刻も早い復興をお祈りいたします。
　また、市民の皆様も、このたびの地震・津波による甚大な被害に対し、心を痛めておられることと存じます。
　所沢市議会においては、地震発生時、3月定例会の本会議中（一般質問）でしたが、その日の議事を延会とし、
3月 14 日の本会議冒頭、議場において出席者全員で黙とうを捧げました。
　3月定例会の会期日程は、２月 22 日から３月 25 日までの 32 日間としておりましたが、会期中は、市長ほ
か多くの職員が議会への出席をはじめ議会対応を行っているという状況を考慮し、市長以下職員が災害支援対
策に専念できるよう、当初一般質問を予定していた議員からの一般質問取りやめの申し出もあり、このことを
含め、実質的な審議を３月 18 日までに終了いたしました。
　さらに、計画停電の実施に伴う市内の災害弱者の方々や今後の市民生活への対応など、多くの市民の皆様か
らいただいた情報やご意見等を市に伝えるとともに、市が実施するさまざまな対策について、逐次、支援を行
っているところです。
　なお、３月 19 日、21 日の両日、所沢駅東口及び西口において、所沢市議会として、議員全員による募金活
動を実施し、市民の皆様の温かい心のこもった義援金
（計 608,397 円）を、所沢市保健福祉部福祉総務課を通じ、
日本赤十字社埼玉県支部にお送りいたしました。

　今後も、市民の皆様の声を市に伝えていくとともに、
所沢市議会としての支援活動等を行ってまいりますの
で、ご理解・ご協力をお願い申し上げます。
	
　平成 23 年 3 月 23 日
　　　　所沢市議会議長　安　田　義　広
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会派「翔」 中村　　太

○政治姿勢について
　・施政方針について
　・中核市への移行について
　・公立保育園の民営化について
○株式会社埼玉西部食品流通センターについて
　・現状について
　・今後について
○２学期制の検証に係る意識調査について
　・アンケート結果について
　・今後について
○株式会社ベルク東所沢店西側道路の歩道について
　・現状について
　・歩行者の安全確保について

民主ネットリベラル 石本　亮三

○時間外労働時間に対する事業の効率性について
　・ワークライフバランスの視点
　・危機管理の視点
　・事業仕分けの視点
○ところバスの利便性について
　・北路線の１日３便から４便に増便したのにな
ぜ「不便になった」と多くの人に言われるのか？

　・路線別利用者のニーズの把握調査をするべき
ではないか？

　・なぜ時刻表をすぐに変えられないのか？
　・これからのところバスが果たす役割は？
　　　北路線は高齢化時代のモデル路線では！
○市長への手紙
　・本当に市長が返事を書いているのですか？
　・返事の内容が少しずれている場合がありませ
んか？それともはぐらかしているのですか？

○学校給食費の公会計化に向けて
　・給食費未納者に対する徴収体制は？
　・学校給食費の債権者は？

自由民主党 大舘　靖治

○政治姿勢
　・当摩市長の目指す市長像とは
　・当市の 10 年後、30 年後のグランドデザイン
○問われる地方自治
　・首長新党
　・二元代表制
　・首長と議会の関係
○マニフェスト
　・市長・政党のマニフェストについて
○防災
　・公共事業の削減で危機管理や災害復旧に支障
はないか
　・防災無線の活用について
○高齢者対策
　・高齢者・障害者の難聴対策

公明党 吉村　健一

○地域コミュニティ・地域経済の活性化
　・地域通貨で地域活性化
　・ボランティア・ポイント制度について
○介護
　・介護基盤緊急整備等臨時特例交付金を活用し
た介護支援ボランティア等の新たな仕組みの導
入支援について
○福祉
　・市民成年後見人の育成を
○消防
　・住宅用火災警報器設置状況について

本
会
議	
市
長
の
施
政
方
針
演
説
・
提
案

理
由
の
説
明

	

議
案
説
明
（
先
議
案
件
）

本
会
議	

議
案
質
疑
（
先
議
案
件
）

委
員
会	

四
常
任
委
員
会
並
行
審
査

	

（
先
議
案
件
）

本
会
議	

常
任
委
員
長
報
告
・
採
決
（
先
議

案
件
）
特
別
委
員
長
報
告
・
議

会
運
営
委
員
長
報
告

	

質
疑
・
討
論
・
採
決

本
会
議	

議
案
説
明

本
会
議	

議
案
質
疑

委
員
会	

四
常
任
委
員
会
並
行
審
査

本
会
議	

市
政
に
対
す
る
一
般
質
問

本
会
議	

議
会
運
営
委
員
長
報
告
・
市
長

報
告

本
会
議	

常
任
委
員
長
報
告
・
討
論
・
採
決

	

議
員
提
出
議
案
の
上
程
・
採
決

	

休
会

請願審議の結果（3月定例会）
件　　　　　名 提　出　者 結　果

○平成 22 年請願第 7号
　所沢市議会議員定数 36 人を維持していただきたい件
		（※ 12 月定例会からの継続審査分）

安東	彰義さん（こぶし町）ほか 282 人
不	採	択

（賛成少数）

○請願第 1号
　公契約条例の制定を求める請願

埼玉土建一般労働組合所沢支部　支部長
田中	康夫さん（上新井）ほか 2,610 人

趣旨採択
（全会一致）

○請願第 2号
　住宅リフォーム工事に対する助成制度の創設を求める請願

埼玉土建一般労働組合所沢支部　支部長
田中	康夫さん（上新井）ほか 2,532 人

継続審査

討 論
請願の採択に	賛成×反対します
■平成 22年請願第７号　所沢市議会議員定数	
　36人を維持していただきたい件

●賛成●
・議員の職務を果たし、議会
の機能を十分に発揮するた
めには現状を維持すべき。
　また、議員報酬について
の議論は、定数削減の議論
とは切り離すべきである。
	 　議員１人あたりの住民数
が、県内で３番目に多いと
いうことは、市民とのパイ
プが細いことを示しており
議会制民主主義発展の大き
な障害となる。分権時代に
おいて議会に求められるの
は、住民の多様なニーズや
意志を、正確に反映できる
だけの議員数であり、定数
を削減すれば議員の質が高
まるものではない。

●反対●
・自治法改正で定数の上限が
撤廃されれば、各地で議員
定数を議論すべきという声
が上がる。今回、この請願
が採択されると、今後の議
論に 36 人という数字が大
きな影響を与える。議員定
数の上限が撤廃されるとい
うことは、議員に自分達で
定数を定めるという自主性
が与えられるだけでなく議
員の仕事量も問われること
になる。今後、議会基本条
例に定める附属機関を設置
して、議員定数や議員報酬、
会期の問題、あるべき議会
像や議員像を議論していく
べき。

　

市
政
等
に
つ
い
て
、
直
接
市
議
会
に
要
望
で
き
る
制
度
が

あ
り
、
こ
れ
を
請
願
ま
た
は
陳
情
と
い
い
ま
す
。

　

請
願
は
、
議
員
の
紹
介
を
必
要
と
し
、
担
当
の
委
員
会
で

慎
重
に
審
査
さ
れ
、
本
会
議
で
採
択
か
不
採
択
か
が
最
終
的
に
決
め
ら
れ
ま
す
。

　

審
議
の
結
果
、
請
願
を
採
択
す
る
と
市
長
等
に
請
願
書
を
送
付
し
て
そ
の
実
現
を

要
請
し
た
り
、
関
係
機
関
に
意
見
書
等
を
提
出
し
た
り
し
ま
す
。

　

陳
情
は
、
参
考
資
料
と
し
て
議
員
に
配
布
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
紹
介
議
員
の
あ

る
陳
情
は
請
願
と
同
様
に
審
議
さ
れ
ま
す
。

　

審
議
の
結
果
は
請
願
・
陳
情
の
代
表
者
に
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

　

請
願
書
の
書
き
方
は
、
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
議
会
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
請
願
書
は
、
い
つ
で
も
受
理
し
ま
す
が
、
定
例
会
開
会
の
５
日
前
ま
で
に

提
出
さ
れ
れ
ば
、
そ
の
定
例
会
で
審
議
さ
れ
ま
す
。

請
願
・
陳
情
に
つ
い
て

３
月
定
例
会
の
動
き

　

２
月
22
日

　

２
月
23
日

　

２
月
24
日

　

２
月
25
日

　

２
月
28
日

　

３
月
３
・
４
日　

　

３
月
７
日

　

３
月
９
・
10
・
11
日

　

３
月
22
・
23
・
24
・
25
日

　

３
月
14
日

　

３
月
18
日

自由民主党 浜野　好明

○都市計画と社会福祉事業
　・都市計画法改正によって生じた、所沢市の開
発規制は、市の社会福祉計画を停滞させ、市の発
展を阻害しているのではないか。
○スポーツ振興とスポーツ施設
　・所沢市北中運動場用地の利用について、契約
に不安があるが、地権者との継続的契約は約束さ
れているのか。

公明党 小川　京子

○埼玉県指定史跡「滝の城跡」の観光
　・歴史名所「滝の城跡」及び「滝の城跡公園」の
整備について

○市民の健康増進
　・多様な世代の健康維持のために
　　　「市民温水プール」の設置などについて
○市庁舎の改善
　・駐輪場対策について
　・８階「展望レストラン」の充実について
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　視力障害のある方にカセットテー
プ、またはＣＤによる「声の議会報」を
発行しています。ご利用を希望される
方は議会事務局までご連絡ください。

… 伝えたい議会のこと  お聞きしたい皆さんの声 …

議　会　報　告　会
開 催 の お 知 ら せ

５月２８日（土） 午後２時から
富岡公民館ホール

6月1日（水）午後7時から
山口公民館ホール

議会報告会に参加される方へのお願い
計画停電の実施状況によっては、直前に開催を中止させていただく場合がございます。
参加される際には、事前に市議会ホームページをご覧いただくか、所沢市議会事務局
（電話04-2998-9256）までお問い合わせくださいますようお願いします。

　３月議会で審議した内容について、この議会だよりを資料として、議員が市民の皆様にご報告いたします。
お申し込みは不要ですのでお気軽にご来場ください。

市議会議員の改選に
伴い、臨時会が５月中
に行われる予定です。

１月	19日	 所沢市自治基本条例特別委員会
	 20日	 議会報･図書室委員会
	 24日	 議会運営委員会
	 26日	 所沢市自治基本条例特別委員会　公聴会
	 27日	 議会報・図書室委員会
２月	５日	 所沢市自治基本条例特別委員会　議会報告会
	 ７日	 所沢市自治基本条例特別委員会
	 15日	 代表者会議
	 	 議会運営委員会
	 	 所沢市自治基本条例特別委員会
２月22日～３月25日　第１回定例会

★
節
電
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
★

　
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
の
影
響
に
よ

り
電
力
が
大
変
不
足
し
、
節
電
の
必
要
性
が

高
ま
っ
て
い
ま
す
。

◎
見
て
い
な
い
テ
レ
ビ
は
消
そ
う
！

◎
冷
暖
房
は
必
要
な
と
き
だ
け
つ
け
よ
う
！

◎
冷
蔵
庫
の
詰
め
す
ぎ
に
気
を
付
け
よ
う
！

　
電
力
危
機
を
乗
り
切
る
た
め
、
私
た
ち
一

人
ひ
と
り
が
で
き
る
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
し
ょ
う
。
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

３
月
定
例
会
の
会
期
中
に
発
生
し
た
、

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
よ
り
被
災
さ

れ
た
皆
様
に
対
し
、
心
よ
り
お
見
舞
い
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　

５
月
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
議
会
報
・
図

書
室
委
員
会
は
「
広
聴
広
報
委
員
会
」
に

変
わ
り
ま
す
。
新
た
な
メ
ン
バ
ー
で
の
今

後
の
委
員
会
活
動
に
、
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
今
号
か
ら
誌
面
構
成
を
変
更

し
、ペ
ー
ジ
も
増
や
し
ま
し
た
。
引
き
続
き
、

と
こ
ろ
ざ
わ
市
議
会
だ
よ
り
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
石
）

委	

員	

長	

杉
田　

忠
彦

副
委
員
長	

末
吉
美
帆
子

委　
　

員	

菅
原　

恵
子　

荻
野　

泰
男

	

吉
村　

健
一　

高
田　

昌
彦

	

浅
野
美
恵
子　

石
井　
　

弘

連
絡
先　

議
会
事
務
局
調
査
担
当

（
☎
２
９
９
８
―
９
２
５
６
）

※両日共、手話通訳を実施いたします。


